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オオオホホホーーーツツツクククののの森森森づづづくくくりりりを実施しました！！

平成２１年１０月３日（土）に、北見市と網走市に跨る国有林

「オホーツクの森」で、２３名（会員１７名、一般参加者４名、協

議会メンバー等２名）の参加により開催しました。

参加者からは、「植えるだけでなく、あとの手入れも大切で

あることがわかった。」とか、「シートの設置は、シカの食害を防

ぐのに良い方法だ。」などの感想があり、オホーツクの秋のひ

とときを楽しみました。

新年、明けまして

方々・機関に支え

りました皆様方に心

昨年、会では新た

始めました。また、一人ひとりが積極

への参加も始めました。今年も、ボラ

ろいろと取組んで行こうと考えていま

引き続き、親しみながら森を学び、

本年もよろしくお願い申し上げます。
秋のオホーツクの森づくりに参加して
高橋 君恵

日、この日は「オホーツクの森づくり」で２３名の人々が集まりました。

、昨年にカミネッコン植樹した個所の整備と午後からは森林散策という内容でした。

天気も良く、ふれあいセンター職員の方が用意してくださった道具を使い、苗木の

５班に分かれて作業をしました。

内容は、最初に周辺の笹を刈り、鍬で整地したところにカミネッコン苗木を置き、鹿

用のパオパオシートを巻くといったものです。

の作業で（特に針金型枠かけ）大変でしたが楽しかったです。

らは、展望台から林道までの新散策路を歩きました。コースのな

斜のきつい所もあり大変でしたが、ふれあいセンターの職員の方

方から樹木や花などの解説をしていただき、途中ではミヤママタ

ブドウの実を食べたり、キノコ（コガネタケ）を採取したり、自然か

を堪能ました。

終わるころには、突然雨が降り始めバスに乗り込むというハプニ

ましたがとても楽しい一日を過ごすことができました。また、参加

います。
うございました。
新新新年年年のののごごご挨挨挨拶拶拶
会長 鞘師 守（さやし まもる）

おめでとうございます。私達の「オホーツクの会」も、多くの

られながら、２回目の正月を迎えることができました。お世話にな

より御礼を申し上げます。

に、皆様からいただいたアンケート情報を反映させた取組みを

的にボランティアとして活動できるよう、森の育て方を勉強する塾

ンティアとしてより自立した活動ができるよう、新たなことも含めい

す。

森をつくり、私達の仲間の輪を広げていきましょう。



「オホーツクの森冬冬冬ののの自然観察会」への参加者募集
スノーシューを履いて、冬の森林を歩きませんか!!

※ 参加希望の方は、別紙 参加者募集のご案内を見て、申し込んでください。

● 今後の予定 ： ２月 ７日（日） オホーツクの森冬の自然観察会

３月２８日（日） 総会 （※ 詳しくは後日お知らせします）

年会費

納入のお願い

一家族 1,000 円です。

未納の会員の方は、

宜しくお願いします。

※ 常呂川森林づくり塾（常呂川森林環境保全ふれあいセンター主催）が昨年初めて開催さ

れ、当会から８名の会員が参加しました。塾では、ボランティア活動に携わる人材の育成

を目的に、森林環境や森林作業等の講義・実習が３回行われ、参加した会員から感想

が寄せられましたので、ご紹介します。

「「「常常常呂呂呂川川川森森森林林林づづづくくくりりり塾塾塾」」」ににに参参参加加加しししててて
鞘師 和枝

私は、「森や森の手入れのしかたについてもっと知り、森林ボランティアとしていろいろなこと

ができるようになりたい。」と思い、今回の塾に参加しました。

参加した２回の塾では、実際に種や苗木を採取したり苗床

を作ったりしながら、植林する木の苗を育てる方法について勉

強しました。

簡単だと思っていた種探しでは、やっと見つけたドングリの

中が空だったりリスに食べられた後だったりで、良い種を集め

るだけでも意外に苦労しました。

良さそうな苗木の方はすぐに見つかりましたが、成木になるまで

の様々な試練についても教えてもらい、自分が植えた苗がしっか

りと育ってくれるのか心配になりました。陽当たりが悪くならないだ

ろうか、下草に負けないだろうか、大きくなるまでずっと面倒を見

ていきたいなど、今まで感じたことも無いような思いを抱きました。

自分が植えた種や苗は、何十年もかかって森の中で一人前に

なっていきます。その木の面倒を見続ける体験は、森を愛し、森に

ついて考えながら生きていく森林ファンを増やしてくれることと思い

ます。

私が塾で経験し感じたことを、多くの子供達にも体感させて

あげたいと思いました。


